
　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
韓
閥
併
合
事
情

墾
十
七
日
午
前
十
時
に
李
首
相
は
使
者
を
統
監
邸
に
寄
越

し
て
趙
重
量
の
齎
し
減
る
懸
案
に
樗
き
偉
ほ
閣
員
ご
協
議

を
逡
ぐ
る
の
必
要
が
あ
る
か
ら
、
之
に
面
す
る
確
讐
を
當

臼
の
午
後
入
時
ま
で
猫
跨
せ
ら
れ
た
い
ご
中
出
で
売
○

　
指
定
の
疇
測
に
な
る
ご
、
李
首
相
は
絡
B
閣
員
ご
協
議

し
π
る
も
未
だ
全
員
の
同
意
を
得
る
糞
で
に
達
し
な
い
。

併
し
國
號
ご
王
欝
に
蝕
し
て
自
分
の
主
張
に
し
て
三
面
政

府
の
容
る
》
虞
こ
な
ら
ば
、
貞
勢
は
責
を
負
う
て
閣
議
を

統
一
す
る
事
に
霊
力
致
さ
う
ざ
考
へ
る
か
ら
、
丁
重
慮
に

示
さ
れ
沈
る
溶
血
を
朝
鮮
ご
改
め
、
叉
皇
帝
を
李
王
殿
下

ご
卸
せ
ら
れ
る
事
に
榔
決
定
あ
ら
ん
事
を
希
望
す
る
旨
を

遍
癒
し
て
來
た
Q
國
號
を
朝
鮮
ご
改
む
る
ご
云
ふ
事
は
實

に
既
に
廟
議
に
於
て
豫
め
内
定
し
把
研
で
あ
る
。
叉
面
談

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
二
二
　
（
二
入
九
）
　
．

皇
帝
が
統
治
樫
を
譲
渡
さ
れ
元
押
に
至
っ
て
、
影
壁
ご
云

ふ
辮
號
を
賜
は
る
こ
し
て
も
も
驚
來
別
段
の
故
障
も
無
き

事
ご
認
め
ら
れ
た
の
で
、
李
急
用
の
希
望
通
告
を
直
ち
に

帝
國
政
府
に
電
報
し
て
、
先
方
の
希
禦
に
癒
趣
ら
る
》
や

う
に
稟
詰
…
せ
ら
れ
た
が
、
翌
十
八
疑
に
至
っ
て
帝
園
政
府

よ
り
此
の
二
件
に
付
て
御
裁
可
を
経
π
こ
の
返
電
が
來
な

か
ら
、
寺
内
統
監
は
李
首
相
を
招
か
れ
て
、
」
既
に
臨
の
両

件
に
付
き
、
嘗
試
に
潤
て
同
意
し
織
る
以
土
は
李
首
相
よ

砺
約
定
し
把
る
が
如
く
、
遙
ん
で
閣
員
の
意
見
を
求
め
、

直
ち
に
條
約
の
締
結
に
着
手
す
る
の
順
序
ご
な
る
旨
を
告

げ
ら
れ
に
所
、
李
首
相
は
喜
ん
で
之
に
同
意
す
る
旨
を
述

べ
陀
の
で
、
先
づ
以
て
條
約
案
を
示
し
て
、
逐
條
詳
細
の

説
朋
を
加
へ
ら
る
、
こ
ご
、
な
つ
沈
Q

考
　
古
　
學

の

栞
　
（
第
六
回
）

交
學
博
士
濱
田
耕
作



　
　
　
第
四
章
　
研
　
　
究
　
（
承
駒
〉
　
　
　
　
　
　
　
こ
す
。
叉
犯
ペ
ト
リ
ー
数
授
は
埃
及
有
史
以
前
の
研
究
に

　
　
　
　
轟
　
時
代
の
庚
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
い
て
所
謂
セ
ク
エ
ン
ス
、
デ
ー
ト
（
假
数
年
代
㌧
の
法
を

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
　
の
　
ゆ
　
ぽ
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
や

　
六
四
、
相
馬
的
年
代
ご
絶
着
筆
年
代
　
以
上
述
べ
だ
る
暦
　
唱
道
し
、
一
よ
り
百
迄
め
数
字
・
を
以
て
、
で
定
の
時
代
を

位
雀
型
式
學
的
方
法
に
よ
る
所
謂
遣
物
の
新
古
な
る
も
の
　
劃
し
、
首
尾
の
数
は
暫
く
之
を
欠
き
て
三
十
よ
り
八
十
の

9
は
、
畢
覧
各
論
物
間
に
於
け
る
時
代
の
先
後
を
示
す
も
の
　
数
字
を
以
て
實
際
に
使
用
し
、
例
へ
ば

に
過
ぎ
す
。
果
し
て
今
よ
り
何
年
以
前
な
る
か
等
に
就
き
　
　
　
　
b
ご
一
ρ
鼻
即
や
①
〔
＝
v
O
容
豪
い
○
一

て
は
」
其
れ
憂
身
吾
人
に
何
等
語
る
庭
あ
る
な
し
Q
此
の
　
　
　
　
尉
象
知
因
。
儀
ぎ
霧
慧
a
一
い
。

藩
古
の
關
係
を
聡
し
て
蒲
相
々
的
年
代
（
閃
σ
H
9
昏
。
9
ち
，
　
　
　
　
q
。
。
・
O
h
∩
。
署
興
　
い
o
i

ぎ
δ
σ
q
団
）
ご
云
ふ
。
之
に
欝
し
て
今
よ
り
何
年
前
な
る
か
　
等
の
如
く
定
め
実
り
。
鍛
堅
に
理
論
的
に
亘
り
、
廣
く
使

を
紀
年
に
よ
b
て
明
に
す
る
年
代
を
潔
し
て
絶
甥
的
年
代
　
離
せ
ら
れ
す
ご
錐
も
亦
だ
以
て
、
相
方
的
年
代
を
紀
す
る

或
は
實
年
代
（
匿
）
。
・
9
三
。
。
ぼ
9
6
δ
σ
Q
｝
・
）
ご
導
く
。
　
　
　
の
一
法
梵
る
を
失
は
ざ
る
良
し
○
今
ま
野
饗
に
此
の
假
数

　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ぐ

六
五
、
假
鍛
年
代
　
華
押
的
年
代
を
明
に
す
る
こ
ご
能
は
　
年
代
を
表
示
し
わ
｛
る
圃
例
を
摯
ぐ
。
（
℃
。
什
．
一
。
い
艶
。
。
。
℃
。
驚
。
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ぼ
　
が
　
む
　
の
　
あ
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
　

ざ
る
遺
物
に
遷
し
て
、
妄
り
に
推
測
を
以
て
、
数
字
に
よ
　
六
六
、
記
銘
文
献
に
披
る
年
代
の
決
定
　
は
絶
樹
的
年
代

る
年
代
を
附
す
る
こ
ご
は
、
考
古
學
者
の
尤
も
悼
む
暑
き
　
の
決
定
の
最
も
早
筆
な
る
璃
合
の
一
な
う
。
即
ち
一
個
の

こ
ご
に
画
す
。
而
か
も
何
等
か
の
標
準
無
く
し
て
は
、
不
遺
物
に
記
銘
の
實
年
代
を
語
る
も
の
あ
り
、
或
は
該
遣
物

硬
少
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
前
後
及
申
期
の
三
順
序
を
以
・
の
年
代
を
確
實
な
る
山
尽
代
の
文
献
に
之
を
讃
す
る
も
の

て
之
を
呼
び
、
更
に
各
期
を
前
後
中
の
小
期
に
分
つ
を
常
　
あ
る
瞬
は
、
尤
も
安
全
に
莫
の
縄
欝
酌
年
代
を
知
る
を
得

　
　
　
鑛
的
趣
　
’
雑
纂
　
　
考
古
學
の
　
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
＝
一
三
（
二
九
じ
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困
管
　
　
雑
　
纂
　
　
考
　
古
　
學
　
の
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第
二
號
　
　
　
一
二
四
　
（
二
九
二
）

SEC＞じETtCT9ρ・畔

　　　　　t
X’ 求D，

卸

可
し
○
但
し
此
の
傷
合
に
於
い
て
其
の
記
銘
文
献
の
眞

儒
を
深
く
研
究
す
可
き
は
勿
論
に
し
て
、
此
腫
の
記
銘

に
往
々
儒
造
後
加
あ
る
を
注
意
す
る
を
要
す
。
叉
π
記

銘
め
う
ご
錐
も
、
年
代
を
紀
す
る
も
の
無
く
、
輩
に
字

体
文
章
の
体
戴
を
以
て
之
を
推
知
す
る
は
、
是
れ
一
種

の
様
式
學
的
方
法
に
属
す
る
を
以
て
、
其
の
決
定
の
蔓

弾
性
は
虜
か
ら
相
同
じ
か
ら
す
Q

煮
物
其
自
均
の
託
銘
に
よ
嚇
て
實
年
代
を
明
に
す
る
例
は
固
よ
む
多
し

例
へ
ば
法
隆
山
守
金
堂
抜
師
侮
…
の
燕
B
銘
に
よ
樋
り
て
、
鼠
害
【
十
五
年
染
る
を

知
る
が
夘
昏
是
れ
な
り
。
叉
れ
志
賀
島
嚢
見
の
委
奴
國
王
の
金
印
が
後

漢
書
の
旧
事
に
よ
り
て
光
武
粕
の
時
の
も
の
六
ろ
を
明
に
す
可
く
、
法

隆
寺
五
重
塔
内
塑
像
が
面
魂
十
九
年
の
流
記
費
購
帳
の
認
事
に
よ
り
て

和
鋼
四
年
の
も
の
六
る
を
明
に
す
る
が
如
き
共
の
一
二
の
例
な
り
。

　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
　

六
七
、
遺
物
の
存
在
璃
所
に
糠
る
年
代
の
決
定
　
こ
れ
．

亦
把
文
献
銘
記
に
本
く
年
代
決
定
の
瘍
合
の
一
な
る
が

遺
物
其
者
に
記
銘
無
ぐ
、
之
に
關
す
る
文
献
の
記
載
を

存
せ
ざ
る
も
、
遺
物
存
在
の
蕩
所
の
年
代
が
、
文
献
記

銘
に
よ
り
て
明
知
ゼ
ら
れ
槌
る
場
合
に
、
其
の
塩
所
、

ゆ



’

其
の
地
層
よ
り
登
見
せ
ら
る
遺
物
を
以
て
其
の
瘍
所
の
年

代
に
當
て
簸
む
る
こ
ご
を
云
ふ
。
但
し
此
の
歌
合
に
繕
い
，

て
該
地
目
の
年
代
の
決
定
に
何
等
の
疑
問
な
く
、
遣
物
が

其
の
一
月
に
始
よ
b
存
在
し
て
豪
も
撹
冠
せ
ら
れ
ざ
る
為

の
陀
る
を
要
す
る
こ
ご
勿
論
な
り
○
　
　
　
　
　
　
　
．

　
例
へ
ば
墨
画
雅
典
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
は
紀
元
前
四
八
八
年
波
三
人
の
多
め

　
に
共
の
建
築
を
破
壌
ぜ
ら
れ
れ
る
を
以
て
、
其
の
破
淺
物
は
之
を
埋
め
て

地
な
ら
し
の
爲
め
に
用
ゐ
、
其
の
上
に
ベ
サ
ク
ソ
ス
時
代
の
諸
建
築
を
建

．
つ
。
此
の
破
残
物
よ
り
成
ろ
地
」
燈
を
圏
①
嵩
①
「
。
・
o
プ
ロ
審
ピ
名
く
。
さ
れ
ば
此

　
の
地
暦
よ
り
螢
書
す
る
遺
物
は
悉
く
紀
元
前
四
八
八
年
以
前
の
も
の
索
ろ

　
や
明
円
り
。
先
年
雅
典
の
考
古
墨
　
倉
之
を
載
掘
し
て
、
ペ
リ
ク
レ
ス
以
前

　
の
古
朴
菰
ろ
様
式
の
彫
刻
の
多
数
を
出
・
し
、
叉
ぬ
赤
書
手
の
古
瓶
の
破
片

　
を
獲
れ
り
。
之
に
よ
吋
赤
給
手
が
巳
に
四
入
八
年
以
前
よ
り
存
在
妊
し
を

　
謹
・
し
從
來
の
定
．
説
ひ
覆
ぜ
り
9
H
凶
。
｝
茜
象
。
・
－
噌
諺
き
『
国
艮
住
①
魯
毒
気
戸
）
叉

‘
六
奈
艮
大
安
寺
の
境
内
に
存
す
る
前
方
後
圓
の
古
墳
は
じ
め
、
現
今
の
垂

　
仁
天
皇
陸
の
如
き
は
、
卒
城
京
の
域
内
に
あ
叫
、
莫
都
以
後
斯
の
如
き
墳

　
墓
を
京
職
内
に
霞
む
こ
ビ
あ
ら
ざ
る
を
調
て
“
少
く
こ
も
元
朋
天
皇
以
前

　
の
年
代
の
も
の
蛮
る
を
知
る
可
・
し
。
埃
及
力
フ
ン
の
逡
跡
は
ス
カ
ラ
ソ
プ

　
の
女
字
等
に
．
よ
〔
り
第
十
二
甲
土
朝
の
ウ
セ
ル
・
テ
ー
ゼ
ン
ニ
柵
陶
の
時
に
厩
す
る

第
四
巻
　
雑
箋
　
考
古
學
の
栞

　
を
以
て
、
此
の
地
よ
り
望
見
の
潰
物
ほ
其
の
時
代
以
前
の
も
の
れ
る
を
明

　
に
す
白
く
、
べ
ト
叩
1
敏
授
が
螢
見
ぜ
し
エ
ー
ゲ
風
土
器
の
一
種
（
後
に

　
カ
マ
レ
ス
土
器
ビ
云
ふ
）
も
の
は
紀
一
兀
箭
二
千
年
頃
の
も
の
六
る
を
推
知

　
す
可
属
，
之
に
．
よ
覇
て
ク
リ
ー
ト
島
の
考
古
墨
・
的
遺
跡
の
實
年
代
を
決
定

　
す
あ
ご
ε
を
得
六
一
。
（
零
三
Φ
暁
図
2
・
冨
ロ
●
）

層
位
的
観
察
に
於
い
て
も
、
其
の
層
位
の
或
者
の
實
年
代
．

を
知
り
得
る
塩
合
に
在
り
て
は
、
其
の
層
位
以
．
外
の
遣
物

ご
錐
も
、
其
の
存
在
す
る
層
位
の
深
さ
等
に
よ
り
て
、
實

年
代
の
大
数
を
推
定
す
る
こ
ご
を
得
堅
し
。

　
羅
馬
の
カ
ム
プ
ス
、
マ
ル
チ
ウ
ス
に
て
登
見
の
一
ナ
ベ
リ
ス
ク
は
、
其
基

　
垂
に
大
体
磨
滅
惹
き
も
、
柱
勇
ば
甚
こ
く
磨
損
し
、
或
は
修
哩
の
痕
あ
り

　
垂
れ
基
壇
の
部
分
が
其
の
周
園
に
講
成
冠
・
し
土
壌
に
埋
波
ぜ
ら
れ
し
後
も

第
二
號

W
鯨一

二
五
　
（
二
・
九
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
曜
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第
四
巷
　
　
　
離
　
纂
　
　
　
考
　
宵
　
　
學
　
の
　
栞

　
重
封
な
庶
地
上
に
野
立
し
て
風
水
に
蝕
ぜ
ら
れ
、
之
が
丹
生
を
慮
り
て
修

　
繕
軍
ら
れ
し
あ
れ
る
を
語
る
も
の
に
外
な
ら
す
。
（
第
二
瞬
）
而
か
し
基

　
塁
の
高
さ
約
十
尺
め
頭
、
現
購
の
地
表
ロ
マ
ル
チ
ウ
ス
の
原
地
表
面
よ
り

　
三
等
尺
の
上
に
あ
る
を
以
て
（
共
の
問
終
年
約
二
千
年
）
此
の
オ
ベ
リ
ス
ク

　
・
の
倒
れ
六
ろ
は
、
約
干
年
以
前
の
頃
塚
る
を
推
知
す
生
し
。
（
ピ
§
。
貯
巳
、

　
U
三
三
世
一
Q
二
つ
門
ン
」
o
砕
。
碁
ズ
。
話
9
4

　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
の
　
　
　
　
　
か
　
　
の
　
　
の

ムハ

ｪ
、
標
式
に
穂
㌢
Q
麟
「
代
の
渦
伏
｛
疋
　
覚
れ
考
み
口
學
淑
冶
が
口
最

も
国
々
慮
書
す
る
慮
の
も
の
に
し
て
、
其
の
重
要
な
る
も

の
な
る
こ
共
に
、
奨
の
確
實
選
一
な
ら
す
◎
型
式
三
半
方

法
に
よ
る
慰
物
の
先
後
を
推
知
す
る
こ
ご
の
已
に
述
べ
た

る
が
、
此
の
型
式
の
更
に
複
蕪
な
る
諸
要
素
を
條
件
に
せ

る
も
の
を
普
麺
標
式
る
搾
許
色
ご
緩
く
Q
一
の
様
式
ご
は
型

・
式
の
軍
簡
よ
り
複
難
に
進
化
し
甦
化
せ
る
も
の
よ
り
或
は

再
び
退
化
す
る
が
如
き
軍
純
な
る
形
能
凹
の
灘
ハ
化
以
外
に
γ
・

其
の
遺
物
の
作
者
、
蒔
代
の
好
樹
特
質
」
を
衰
明
せ
る
も
の

を
云
ふ
○
確
麗
な
る
絶
野
的
年
代
を
衰
朋
せ
る
一
標
式
ご

同
一
な
る
も
の
は
之
を
同
時
代
或
は
同
一
作
者
の
も
の
こ
．

な
し
之
に
相
近
き
も
の
は
、
其
の
作
者
の
流
派
或
は
、
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

第
二
　
號
　
　
　
一
一
．
一
六
　
　
（
二
九
四
）

近
せ
る
時
代
の
も
の
こ
な
す
○
但
し
此
の
様
式
な
る
も
の

、
考
定
は
、
其
の
最
初
は
前
に
蓮
べ
た
る
暦
位
的
、
記
銘

文
献
的
若
し
く
は
土
俗
學
的
型
式
學
的
の
方
法
に
よ
り
て

齢
古
し
得
騰
る
結
果
の
集
積
に
妙
な
ら
ざ
る
な
り
。
さ
れ

ば
其
の
根
本
に
於
い
て
、
償
値
充
握
な
ら
ざ
れ
ば
、
其
の

集
積
の
結
果
の
儂
値
亦
陀
知
る
可
き
の
み
。
　
　
　
　
・

標
式
の
比
較
を
臨
む
ろ
に
方
り
て
先
づ
典
の
遽
物
の
賀
料
づ
回
μ
言
．
坤
、
一
）
に

注
意
す
卸
し
・
郎
ち
藷
影
乾
薬
は
其
の
ボ
ー
・
ス
眉
或
は
大
理
石
な
る
か

　
材
料
の
差
に
よ
砂
て
第
一
に
時
代
を
庚
回
す
ゐ
を
得
可
し
G
ポ
竃
ロ
ス
篇

は
絶
元
前
五
六
惜
紐
以
醜
に
用
ゐ
ら
れ
、
大
理
石
は
共
の
以
後
に
用
ゐ
ら

　
ろ
」
が
如
・
し
。
三
隅
に
於
け
ろ
彫
刻
総
屯
の
赫
料
に
於
い
て
も
其
の
紙
絹

　
の
性
質
木
材
金
鉄
謬
験
し
て
晴
代
の
差
異
の
大
野
を
知
ろ
を
得
可
斗
、
に

　
世
人
の
熱
嘱
す
る
班
蹴
頭
。

次
に
手
乗
↓
。
。
薮
餐
）
を
瞼
す
可
く
建
築
に
於
い
て
は
彫
刻
総
識
等
に

　
比
し
イ
粛
蟹
別
容
易
な
り
芒
ず
。
似
へ
ば
希
影
回
繋
に
’
於
い
て
、
キ
ク
ロ
ソ

　
プ
式
、
多
角
形
式
方
形
式
に
石
壁
の
猿
方
攣
懸
ぜ
る
こ
ε
に
ぶ
叫
て
、
蒔

代
を
分
つ
ミ
を
得
る
が
如
曇
、
支
那
褒
洋
の
諭
識
の
携
線
に
六
朝
腐
時

　
駕
に
u
流
薫
蒸
導
ら
行
ば
れ
、
宋
以
後
他
の
筆
意
を
整
め
・
壷
法
生
ぜ
る

が
期
き
、
手
法
に
よ
る
時
代
芳
野
の
一
例
な
り
。



　
次
F
形
式
（
「
o
吋
彰
）
ほ
．
泄
物
の
各
榔
に
表
現
也
ら
れ
糞
る
時
代
及
個
入
的

　
偏
…
癖
を
反
影
す
O
例
…
へ
ば
我
國
建
三
隅
に
於
ゼ
て
、
肱
ム
小
斗
等
の
組
㎜
物
が
r
時

　
代
に
・
よ
擁
て
＝
疋
の
形
式
亭
備
へ
、
之
を
以
て
時
代
換
定
の
輝
難
ず
ご
す
可

　
善
が
如
轟
輸
…
講
彫
醸
の
酉
貌
衣
紋
に
於
い
て
も
，
魯
時
代
の
特
徴
の
被
ひ

　
難
き
も
の
あ
ろ
が
如
き
こ
れ
な
り
。
而
し
て
以
上
材
料
、
手
潅
、
形
式
ド

　
よ
り
谷
5
5
代
の
篭
耳
は
其
の
綬
秘
に
於
い
て
藩
位
學
的
駆
上
三
献
的
或
に

　
型
式
學
重
土
俗
気
的
の
研
究
に
よ
蝦
、
蹄
納
せ
ら
れ
れ
る
結
集
に
外
な
ら

　
ざ
る
は
因
よ
η
之
を
言
ふ
を
要
ぜ
ず
○

　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
の

　
　
　
ゆ
　
ぼ
　
ゆ

六
九
、
絶
劉
年
代
の
決
定
の
可
能
ご
不
可
能
　
絶
樹
年
代

の
確
者
は
文
献
記
録
の
具
り
た
｝
る
蒔
代
に
於
い
て
の
み
明

知
せ
ら
る
可
き
も
の
な
れ
ば
、
記
銘
文
献
の
伸
存
せ
ざ
る

場
合
に
於
い
て
は
、
固
よ
b
之
を
知
る
を
得
ざ
る
は
言
ふ

を
倹
癒
す
。
但
し
数
字
を
以
て
せ
る
文
献
的
讃
左
無
く
も

B
蝕
其
他
天
文
達
識
の
現
象
の
記
さ
れ
把
る
塙
倉
に
は
、

之
を
推
喧
し
て
確
数
を
得
可
く
、
磁
石
の
偏
位
に
よ
り
て

も
建
築
物
の
建
立
年
数
の
大
体
を
測
知
し
得
る
は
之
を
理

論
上
よ
り
言
ふ
こ
ご
を
得
Q
叉
弛
一
國
に
於
い
て
交
献
を

歓
く
も
、
之
ε
關
係
あ
る
淫
虐
に
於
い
て
文
献
に
よ
り
て

第
四
巻
　
雑
纂

考
古
畢
の
栞

書
協
せ
ら
れ
だ
る
遺
物
あ
ら
ば
、
興
の
俘
出
關
係
に
よ
り

て
時
代
を
判
定
す
る
こ
ご
不
可
能
に
雰
ざ
る
な
り
。

　
我
が
石
器
時
代
若
く
は
金
石
併
用
時
代
の
年
代
は
近
時
筑
前
幽
丹
後
の
遺
跡

　
に
て
資
見
亭
し
王
蔀
あ
貨
泉
ド
よ
纏
イ
、
推
定
す
る
の
資
料
を
欝
れ
U
し
叉

　
澹
我
が
古
墳
の
時
代
も
記
銘
あ
ろ
支
那
扇
の
存
在
に
よ
り
て
、
推
測
す
る

　
を
碓
る
に
庶
幾
し
・
ク
リ
ー
ト
島
の
遽
物
部
跡
も
、
掌
れ
臼
舅
に
に
丈
猷

　
の
一
二
，
代
を
n
通
ず
可
き
無
し
ぜ
難
も
、
憾
言
の
製
品
の
俘
出
に
よ
り
て
、

　
絶
謝
朗
年
代
の
一
般
を
明
に
ず
る
を
得
六
り
。
之
に
．
反
’
し
て
楽
｝
國
に
於
け

　
る
賦
入
納
入
以
前
の
踏
跡
遙
物
は
全
く
喪
献
夕
熱
き
、
空
疑
之
を
有
す
ろ

　
外
閥
ミ
の
交
渉
な
き
を
以
て
、
維
甜
年
代
の
毒
茸
は
不
可
能
な
り
ミ
云
ふ

　
可
・
し
。

　
　
　
　
飛
考
古
學
ε
文
献

　
　
　
　
ぼ
　
の
の
　
に
　
　

七
〇
、
丈
献
の
底
値
　
考
古
學
は
物
質
的
逸
物
を
以
て
、

人
類
の
懸
去
を
研
究
す
る
の
學
な
る
も
、
そ
憾
決
し
て
交

献
的
資
料
を
俳
斥
若
し
く
は
度
外
す
る
も
の
に
非
ざ
る
は

云
ふ
迄
も
無
し
○
否
な
前
轍
己
に
述
べ
論
る
が
如
く
、
絶
暁

婁
的
年
代
を
知
る
蔦
は
交
献
身
資
料
な
く
ば
、
全
く
不
可

能
に
近
き
の
み
な
ら
す
、
模
式
的
層
位
的
の
研
究
も
別
に

第
二
號
　
　
　
一
二
七
　
（
二
九
、
五
）

サ



　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
舞
　
　
考
古
學
　
の
　
栞

文
献
の
告
ぐ
る
所
あ
ら
ば
、
之
ご
塞
照
比
較
し
て
、
叢
の

誤
謬
を
正
し
、
傍
謹
こ
な
す
可
き
な
蔭
ゆ
さ
れ
ば
ミ
ハ
エ

ソ
ス
氏
は
「
主
こ
し
て
圭
糊
的
要
素
よ
り
成
れ
る
様
式
論

は
、
文
器
機
金
石
學
的
研
究
の
助
け
を
借
り
、
其
の
笛
制

を
酷
く
る
こ
ご
大
な
る
に
撃
っ
て
益
々
健
全
こ
な
b
緊
要

歓
く
可
ら
ざ
る
も
の
こ
な
る
」
（
屋
。
】
笠
窪
…
、
＞
8
7
尊
り
暮
・

（
げ
〔
ぎ
ワ
Q
O
し
）
ご
云
ひ
、
ブ
ー
レ
氏
は
L
文
献
的
国
礎
な
く

し
て
は
、
考
古
學
は
殆
ご
一
歩
を
も
進
む
能
は
す
」
（
、
．
9
で

拷
℃
羅
鼠
。
讐
。
。
。
｝
δ
O
歴
§
蝕
お
巳
臼
蓋
μ
血
忌
勢
↓
畠
。
3
δ
触
。

搾
魯
二
日
鴇
一
三
戸
箕
ぎ
一
戸
、
．
1
切
懸
一
①
　
－
国
き
瓢
σ
琴
｝
μ
・
H
℃
．
鴇
）
ご

云
へ
る
は
怪
し
む
を
要
せ
ざ
る
な
り
○
固
よ
血
．
ミ
ハ
エ
ソ

ス
、
ブ
ー
ン
氏
等
は
希
望
羅
馬
の
考
古
學
に
超
し
て
言
ふ

所
な
れ
ざ
、
先
賢
考
古
學
に
於
い
て
は
嚇
し
も
然
ら
す
、

型
式
學
豊
里
學
的
方
法
の
み
に
、
凶
b
て
、
吾
入
は
研
究
の

歩
武
を
進
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
ま
　
ゆ
　
の
　
ホ
　
ゆ

七
一
、
丈
献
の
種
類
　
交
献
は
其
の
塗
残
に
よ
り
て
儂
値

を
異
に
し
、
根
本
史
料
π
る
同
時
代
の
文
書
記
録
ご
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
が
　
二
曲
則
り
　
　
　
一
ご
八
　
　
（
二
山
几
山
ハ
）

世
の
編
纂
物
或
は
全
史
小
説
の
類
ご
は
固
よ
り
其
の
償
値

沓
竣
の
差
あ
り
て
存
す
。
故
に
四
六
學
者
が
丈
献
を
利
用

す
る
に
際
し
て
も
、
先
づ
文
献
の
性
質
を
批
判
し
、
同
時

代
の
文
書
記
録
に
し
て
正
確
な
る
便
値
あ
る
文
献
は
以
て

襟
式
的
研
究
の
如
き
概
念
的
方
法
に
歯
る
研
究
の
結
果
を

更
に
細
遺
す
る
の
資
料
に
供
し
、
圭
観
的
要
素
を
有
す
る

こ
ご
多
き
部
分
を
正
導
す
る
の
其
に
資
す
可
き
な
り
Q
若

し
纏
れ
後
世
の
編
纂
物
象
に
至
り
て
は
畢
に
之
を
墾
考
す

る
に
過
ぎ
ざ
ら
し
む
塾
し
O

　
　
　
み
　
　
　
ゆ
　
の
　
の
　
ゆ
　
　

七
二
ず
考
古
學
潔
の
態
度
　
遺
物
其
れ
禽
身
に
記
銘
を
存

す
る
場
合
の
外
、
考
古
學
者
先
づ
濫
掘
の
際
に
於
け
る
履

位
的
槻
察
に
驚
き
、
型
式
様
式
の
研
究
に
よ
夢
、
時
代
の

新
古
先
後
を
順
序
し
、
敢
て
交
献
の
告
ぐ
明
断
を
顧
み
ざ

る
を
要
す
O
然
る
後
ち
其
の
願
解
配
列
が
丈
献
的
資
料
に

適
合
す
る
や
否
や
を
槍
税
す
尊
し
、
若
し
適
合
ぜ
ざ
る
傷

合
あ
ら
ば
、
其
の
順
序
配
列
に
誤
謬
め
る
や
否
や
を
験
し

・
叉
献
の
悟
…
世
羅
鵬
も
大
な
る
臨
腸
合
に
は
、
睦
此
の
夢
野
が
可
、
能

7



恥

り
的
（
勺
8
ψ
芭
。
）
の
範
園
内
に
、
交
響
ご
合
致
す
可
き
自
由

な
る
配
列
を
謹
む
融
き
な
り
。
爺
か
も
不
可
能
（
H
書
。
・
・
7

藪
①
V
の
攣
換
を
行
ふ
に
及
ぱ
す
。
此
の
際
に
於
い
て
は
、

其
の
文
献
の
告
ぐ
る
所
を
疑
ふ
て
可
な
り
。
之
に
反
し
て

丈
献
の
債
殖
少
な
き
都
合
に
在
り
て
は
、
型
式
模
式
の
順

序
を
最
も
實
ら
し
き
（
冨
8
け
慧
，
○
冨
三
。
）
程
度
の
排
列
に

止
め
て
、
其
れ
以
上
の
範
園
に
動
か
す
を
要
せ
す
、
其
の
’

交
献
の
債
値
を
疑
問
こ
す
議
し
○
要
す
る
に
交
献
の
告
ぐ

る
所
を
指
導
し
て
、
之
を
先
入
主
こ
し
て
三
物
の
時
代
を

順
序
す
る
は
、
純
粋
な
る
考
古
一
跡
の
態
度
に
非
ざ
る
な

り
○
而
し
て
歴
・
更
家
ご
考
古
公
訴
ε
の
研
究
の
齪
鶴
す
る

は
、
畢
覧
両
渚
何
れ
か
、
若
し
く
は
恵
方
に
研
究
に
誤
謬

あ
る
に
本
く
も
の
に
し
て
、
両
者
の
研
究
の
結
果
は
互
に

莫
の
一
方
を
包
容
す
る
の
み
な
ら
す
、
究
覧
に
於
い
て
全

く
相
合
致
す
置
き
も
の
だ
る
や
言
を
須
犯
す
。

　
我
が
墨
・
界
に
於
い
て
法
隆
寺
再
建
非
再
建
の
議
論
、
考
古
學
老
ご
史
家
の

　
聞
に
沸
騰
ぜ
る
は
世
人
の
熟
知
す
る
所
な
η
。
然
れ
こ
も
考
古
攣
者
の
様

第
四
巻
　
雑
．
纂
考
古
學
の
栞

式
猷
順
序
の
排
耐
は
遇
し
も
法
毒
悪
の
天
智
九
毎
嶢
失
ミ
共
以
後
問
も
’
な

斗
、
再
建
を
容
ろ
、
能
ほ
ざ
る
も
の
に
証
す
。
推
吉
田
の
慧
物
の
多
激
保
存

ぜ
ら
る
》
こ
ぐ
」
は
、
大
火
の
山
巡
在
を
プ
ロ
バ
ブ
ル
譲
り
ぜ
ゼ
ざ
る
も
反
れ

イ
ム
ポ
シ
プ
ル
ミ
は
す
ろ
晶
睡
肺
μ
マ
’
っ
之
芝
戯
ハ
に
融
ロ
紀
の
記
事
ほ
ナ
～
を
擢
す

可
し
、
、
、
す
垢
も
，
一
三
無
絵
な
．
麦
字
を
薩
ち
に
探
用
で
型
香
や
は
疑

問
な
協
。
況
ん
や
和
飼
再
建
の
如
き
に
後
世
の
記
錐
に
見
ゆ
う
に
過
吉
ざ

る
に
於
て
を
や
。
襟
式
論
よ
り
見
れ
ば
葬
燵
失
¢
す
る
を
以
て
、
モ
ス
ト

プ
ロ
パ
，
プ
ル
ぐ
｝
し
、
天
卿
隅
梅
里
失
後
直
ち
に
「
再
建
ぜ
ら
れ
六
」
り
ε
す
る
口
、

イ
ム
ボ
シ
プ
ル
に
晶
晶
す
ミ
云
ふ
こ
ε
を
得
Q
法
隆
守
の
金
堂
附
近
を
疲
掘

・
し
て
，
火
災
の
跡
の
有
無
を
強
し
で
は
じ
め
て
典
の
議
論
の
黙
着
を
見
る

可
し
。
襟
式
菰
の
鼻
焼
失
を
間
回
す
る
は
和
銅
再
建
説
を
唱
道
す
る
女
献

菰
あ
る
に
由
る
。
　
　
　
‘

希
腰
オ
リ
ム
ビ
ヤ
の
ゼ
ウ
ス
祠
の
破
風
の
彫
刻
は
、
紀
元
二
優
紀
の
族
行

家
バ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記
す
折
に
・
小
q
も
東
方
は
バ
イ
オ
ニ
オ
ス
萄
茜
力
に

ブ
イ
デ
ア
ス
の
高
弟
ア
〃
カ
メ
ネ
ス
の
作
な
り
ミ
は
、
文
献
を
金
科
玉
條

ε
す
る
も
の
》
信
ず
る
違
な
り
。
而
か
も
穿
掘
の
結
果
西
破
風
に
は
全
く

ブ
イ
デ
ア
ス
の
様
式
な
く
、
東
破
風
の
作
風
ミ
同
一
な
り
。
蒲
か
も
オ
リ

ム
ピ
ヤ
よ
り
出
で
六
る
バ
イ
オ
ニ
オ
ス
の
銘
あ
る
ニ
グ
の
像
ミ
手
法
全
く

繭
帽
異
れ
d
り
。
戴
に
硬
い
イ
、
檬
武
獣
鯛
者
け
い
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
一
記
事
書
離
れ
イ
、

自
由
覚
る
見
解
を
立
ぜ
ん
§
し
，
丈
献
振
は
依
然
ε
し
て
之
に
反
劉
す
）

第
二
號
　
　
一
二
九
　
（
二
九
七
ぺ



　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
　
墨
　
の
　
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
三
〇
　
（
二
九
八
）

然
々
も
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
ほ
添
物
の
臨
代
を
距
る
讐
年
後
の
書
麺
ぎ
者
の
活
動
を
制
限
せ
ん
こ
す
る
も
の
な
り
。
一
切
人
類
の

　
す
。
之
を
以
て
海
図
の
全
系
統
を
覆
。
．
ん
、
、
ず
る
は
譲
れ
づ
。
　
　
　
　
過
去
の
研
究
は
悉
く
考
古
學
の
分
野
に
在
り
古
代
の
人
類

　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
の
　
　
ホ
　
　
ゆ

七
一
『
遣
物
遺
跡
の
時
代
　
を
決
定
し
莫
の
性
質
を
朋
に
　
の
研
究
に
ま
れ
、
古
代
の
美
術
宗
敏
の
研
究
に
、
京
れ
、
白

す
る
は
、
人
類
の
過
去
を
研
究
す
る
考
古
學
の
目
的
の
墓
　
ら
考
古
學
者
青
る
の
態
度
に
煮
る
無
く
ん
ば
之
を
期
す
る

礎
π
る
の
み
。
此
の
個
々
の
遺
物
遺
跡
に
…
陣
す
る
智
識
を
　
能
は
ざ
る
満
し
。
吾
人
は
隊
商
考
古
學
者
が
醗
近
疾
及
ク

綜
合
し
て
．
其
上
に
組
織
朗
智
識
を
建
立
せ
ざ
る
可
か
ら
　
ジ
！
ト
島
業
態
に
於
い
て
研
究
せ
る
結
果
、
建
立
せ
る
組

す
。
殊
に
雨
受
の
貧
弱
な
る
時
代
及
塊
方
の
人
類
過
去
の
　
織
的
智
識
の
大
系
を
學
ぶ
時
、
．
其
の
綜
合
的
方
法
ご
態
度

歴
史
を
研
究
す
る
は
、
考
古
前
者
の
手
に
挨
つ
こ
ご
最
も
　
に
就
き
て
得
る
斯
多
か
る
縛
し
○
今
一
々
之
が
實
例
を
蓮

多
し
ざ
な
す
。
考
古
學
を
以
て
軍
に
遣
物
遺
跡
の
個
々
に
　
ぶ
る
の
暇
無
き
を
以
て
、
考
古
學
の
研
究
方
法
に
瀾
し
て

濡
す
る
智
識
の
供
給
者
だ
り
こ
し
、
或
は
古
代
の
風
俗
文
　
は
姑
く
之
を
以
て
筆
を
措
く
こ
ご
、
し
、
第
四
章
三
論
に

化
を
研
究
す
る
の
み
が
考
古
學
な
り
こ
す
る
は
、
考
古
學
．
移
る
可
し
。

天
満
…
天
藤
　
の
信
舞
の
愛
遷
（
上
｝丈
學
士
　
長
沼
賢
海

　
我
が
國
紳
砥
の
中
に
て
、
天
満
天
紳
ほ
ご
其
起
原
が
比
　
も
縦
に
も
墾
化
に
富
む
も
の
は
外
に
は
あ
る
ま
い
ξ
思
ふ

較
的
新
し
い
に
も
係
ら
す
、
論
れ
に
封
ず
る
信
仰
が
横
、
に
　
八
幡
帥
、
憲
H
明
帥
、
熊
野
紳
等
も
な
か
一
二
化
に
乏


